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【はじめに】第48回日本赤十字社医学会において当院の急変時対応
訓練の第一報を報告した。2012年から指導者の全員がICLSインスト
ラクターとなり、急変に対応できる訓練システムを再構築した。シ
ミュレーション教育ではBLSの知識と技術について一定の成果が得
られたので報告する。
【方法】訓練システムはBLSを根幹とした。シミュレーションは各
部署における急変時のケースを想定し、実践的なシミュレーション
とした。BLS講習後の意識調査、シミュレーションにおけるBLS技
術の実施者の評価と指導者の評価を行った。
【結果】BLS講習後の意識調査においてBLSに関する理解度は100%
であった。また、急変に遭遇した時に蘇生できるかの質問に実施者
の全員ができる、見学者も80%の人ができると回答した。シミュレー
ションの評価は実施者、指導者共に評価が全ての項目においてでき
たと評価した。
【考察】BLSの訓練を繰り返し行ったこと、指導者全員がインスト
ラクターで内容を熟知していたことは、BLS実施者の技量に関して
概ね満足のいくレベルであった。また、訓練で各部署のスタッフが
急変時にどのように対応すべきか明確になり、自信を持った対応が
可能となった。実際、シミュレーション後に心肺停止患者に直面す
る部署があった。スタッフからはシミュレーションとおりにできた
と自己評価が高かった。訓練は参加者全員で急変を考える機会を
持ったことで今後急変においてスムーズな対応が可能になったと考
えられる。
【結語】急変の際には適切な急変対応が行なえる。
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【はじめに】当院では毎年、救急認定看護師・MRM委員が中心とな
り、院内急変に対する対応能力の向上を目的に、急変時対応シミュ
レーションを実施している。しかし、事務部門や委託職員などの医
療職以外の部署のシミュレーション参加ができていなかった。今回、
医療職以外の職員を対象に急変時対応研修会を実施し、急変時対応
に対する意識が高まったのでここに報告する。
【実践内容】医療職以外の職員を対象に急変時対応に対する聞き取
り調査を実施した。その結果、約80%が救急法などの受講経験がな
く、急変時のシミュレーションに参加したことがなかった。しかし、
救急法に対しての興味があり、機会があれば参加したいと考えてい
た。そこで、まず救急認定看護師の監修の元、ICLSやACLSインス
トラクターの資格を持ったMRM委員がBLSとAEDの使用を主とし
た研修会を実施した。
【結果・考察】実践後の調査で、「急変時対応のポイントが理解でき
た」「救急法に興味を持った」が100%、83%が急変に遭遇した際、「不
安はあるがやってみる」と答えた。今回の結果から、研修により経
験することで急変時対応への意識向上が図れたとともに、今後のシ
ミュレーションへの参加意欲を引き出すことができたと考える。
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